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（Ⅳ）河川水位予測
機械学習を活用することにより、気象レーダーの降水情報のみで簡易操作(全自動)で水位を予測する。

(Ⅴ）超音波非破壊センシング
コンクリート構造物を検査対象物とし、探査面に装置を置くだけで非破壊で内部構造を3次元で可視化する。

（２）

（１）（２）

（２）（１）の技術を用いて解決する都市・地域の課題のイメージ
※課題については、別紙２の（ア）～（シ）の課題分野への対応を記載ください

技術の概要・実績等
技術の
分野

提案団体名：

○提案内容

（１）自社の保有するスマートシティの実現に資する技術と実績等
※スマートシティの実現に資する技術については、別紙２の（１）～（７）の技術分野への対応を記載ください

（Ⅰ）駐車場車位置監視システム
アクティブ型RF-IDタグを駐車場侵入時に受け取り、駐車場の数カ所に設置されたRF-IDリーダにより車の位置を把
握し、インタネット経由で位置情報を配信する。車の位置は、通常のRF-IDシステムではわからないが、複数のリー
ダが受ける受信受信レベルのデータから車の位置を割り出し、特定する。

（Ⅱ）フェーズドアレイ気象レーダ
フェーズドアレイアンテナを用いたデジタルビーム
フォーミング(DBF)技術により高速・高空間分解能を実現

（Ⅲ）ミリ波高速近接通信システム(Transfer Jet X※)
高速：伝送レ-ト6.1Gbps、60GHz帯による大容量通信
 一瞬：接続時間0.002秒、１対１通信による超高速リンク
 1チップ：60GHz無線ワンチップSoCを開発中
※一般社団法人TransferJetコンソーシアムにより
　TransferJet Xとして規格策定中(IEEE802.15.3e 準拠)
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（５）
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1. 流出解析モデルを作成（入力：地形、傾斜、地質、断面形状

2. モデルから河川流量を算出（入力：雨量データ

3. 河川水位を予測（入力：流量データ）

1. 過去の雨量、水位の関係を学習（入力：過去の雨量、水位）

2. 学習結果の予測モデルで水位予測（入力：現在の雨量、

水位）



 

（３）その他

（Ⅰ）駐車場にある自分の車の位置が個人のスマホ等で確認出来る【（コ）　（シ）】

（Ⅱ）竜巻やゲリラ豪雨の早期探知と進路予測

（Ⅳ）河川情報の提供
例）多摩川をターゲットに水位を予測（2008～2013:訓練データ，
2014:評価データ）。流域の降水量（レーダー観測値）から玉川の
３時間後水位を予測。
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解決する課題のイメージ

官公庁事業統括部 中原　聡宏 03-6832-1746 nakahara.toshihiro@jrc.co.jp

○部局名・担当者・連絡先（電話及びメール）

部局名 担当者 連絡先（電話） 連絡先（メール）

課題の
分類

（Ⅲ）瞬時、大容量の特徴を生かし、移動体が収集したセ

ンサー情報等の各種大容量データを固定地点(ベース基

地)にて瞬時に転送。有料の無線通信回線は不要。

（Ⅴ）インフラ維持管理(老朽化)において、橋梁

等のコンクリート構造物の劣化を検知・診断する。

AIを活用した分析技術により、人の技能によら

ない検査を可能とする。


